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4月 １．正負の数（１０時間） 

  (１) 正負の数 

   ① 符号のついた数 

   ② 数の大小 

  (２) 加法・減法 

  ① 加法 

  ② 減法 

  ③ 加減の混じった計算 

(３) 乗法・除法 

   ① 乗法      

   ② 除法       

   ③ 加減乗除     

・正負の数の意味の理解し、数の概念を広げる 

 ・正負の数を数直線を用いて表し、正負の数の 

大小を判断する 

 ・正負の数の加法の計算 

 ・正負の数の減法の計算 

 ・加減の混じった計算 

 ・代数和の考えの理解 

 ・正負の数の乗法の計算 

 ・正負の数の除法の計算 

 ・かっこを含む計算 

 ・加減乗除 

○ ○ ○ 

・正負の数の使われ方やそのよさに気づく 

・正負の数を用いて日常の事象を処理できる 

・正負の数の大小を不等号を用いて表せる 

・絶対値の意味がわかる 

・正負の数の加減の計算の仕方を進んで考える 

 ・代数和ののとらえ方ができる 

 ・交換法則や結合法則の意味が理解できる 

 ・正負の数の加減の計算ができる 

・正負の数の乗除の計算を進んで考える 

 ・累乗の指数の意味を理解し、その計算ができる 

 ・正負の計算ができる 

 ・四則計算ができる 

 ・乗法の交換・結合法則、分配法則を理解できる 

 ・小テスト 

 ・授業中の態度 

 ・定期考査Ⅰ 

 ・ノ－ト、問題集 

 5月 ２．式の計算（１０時間） 

 （１）文字式 

  ① 文字を使った式  

  ② 文字式の表し方 

（２）多項式の計算 

   ① 単項式と多項式   

   ② 同類項のまとめ方   

 (３)単項式と多項式の乗法と除法 

   ①乗法  ②除法  ③式の値  

(４)文字式の利用 

   ①文字を用いた説明  

    ②規則性の発見        

 ・文字の意味を理解し、数量を文字を使って 

  表す 

 ・文字式の表し方のきまりを知る 

 ・代入計算をし、式の値を導く 

・同類項をまとめる 

 ・単項式、多項式と数の乗除 

 ・１次式の加減 

 ・数の性質を文字式で説明 

○ ○ ○ 

 ・文字のよさに気づき、数量を文字で表そうとする 

 ・文字式の表し方のきまりがわかる 

 ・文字式のきまりにそって表せる 

 ・代入計算ができる 

・１次式を計算して簡単にしようとする 

 ・１次式の計算や文字表現の仕方がわかる 

 ・１次式の計算ができる 

・目的に応じて式を変形したり活用したりできる 

 ・等式の変形ができる 

 ・小テスト 

 ・授業中の態度、反応 

・定期考査Ⅰ 

6月 ３．方程式   （２０時間） 

 （１）方程式とその解 

  ① 等式   

  ② 方程式   

 ・数量の関係を等式で表す 

 ・方程式の解の意味 

 ・等式の性質 

 ・等質の性質を利用して方程式を解く 

○ ○ ○ 

・数量の関係を文字を用いて表そうとする 

 ・等式の性質を使って方程式を解くことができる 

 ・いろいろな方程式を解くことができる 

 ・等式の性質や方程式、移項の意味が理解できる 

・授業中の態度 

・ノ－ト、問題集 

・定期考査Ⅱ 

 



 7月   （２）１次方程式の解き方 

   ① 方程式の解き方   

   ② いろいろな方程式 

 （３）1次方程式の利用 

  ① 1次方程式の利用  

  ② 方程式と解   

  ③ 等式の変形    

 ・移項を利用して方程式を解く 

 ・文章題を方程式を用いて解く 

・等式の変形 
○ ◎ ○ 

 ・進んで方程式を解こうとする 

 ・方程式を解く手順が理解できる 

 ・文章題を方程式を利用して答えることができる 

 ・小テスト 

 ・授業中の態度 

 

 9月  (４) 連立方程式  

  ① 連立方程式とその解 

  ② 連立方程式の解き方 

  ③ Ａ＝Ｂ＝Ｃの形の連立方程式 

    ④ 連立３元１次方程式  

 ・２元１次方程式の意味 

 ・連立方程式とその解の意味 

 ・連立方程式を加減法と代入法で解く 

 

○ ◎ ○ 

 ・連立方程式を進んで解こうとする 

 ・連立方程式の解き方のしくみが理解できる 

 ・加減法と代入法で解くことができる 

 ・２元１次方程式や連立方程式の解の意味がわかる 

 ・小テスト 

 ・授業中の反応 

 ・到達度テスト 

 

10月 
(５) 連立方程式の利用 

 ① 連立方程式の利用 

② 連立方程式と解 

・文章を読み取り、式を立てることができる。 

・連立方程式を使って文章題を解くことができ

る 
○ ◎ ○ 

・連立方程式を利用して文章題を解くことができる ・小テスト 

 ・授業中の反応 

 ・定期考査Ⅲ 

11月 ４．不等式  （１５時間） 

（１）不等式の性質  

①不等式・不等式の解  

②不等式の性質 

（２）不等式の解き方  

①不等式の解き方 

・不等式の意味 

・数量関係を不等式で表す 

・不等式の性質の理解 

・不等式の解の意味 

・不等式の性質を利用して不等式を解く 

△ ○ ◎ 

・不等式の解の意味を理解する。 

・不等式の性質を理解する。 

・不等式の性質を用いて不等式を解くことができる。 

・計算の規則に従って複雑な不等式を解くことができる。 

・授業中の態度、反応 

・ノ－ト、問題集 

 

12月 （３）不等式の利用  

①不等式の利用 

（４）連立不等式  

①連立不等式の解・その解き方 

②連立不等式の利用 

・文章題を不等式を用いて解く 

・連立不等式の解の意味 

・連立不等式を数直線を用いて解く。 

・文章題を連立不等式を利用して解く。 △ ◎ ◎ 

・文章を読み取り、式を作ることができる。 

・不等式の解から、問題の条件にあった数値を求めることができ

る。 

・連立不等式の解の意味を理解する。 

・連立不等式を解くことができる。 

・文章を読み取り、式を作ることができる。 

・連立不等式を解き、問題の条件にあった解答を求めることがで

きる。 

・授業中の態度、反応 

・ノ－ト、問題集 

・定期考査Ⅳ 

1月 
５．１次関数  （１５時間） 

（１）変化と関数 

（２）比例とそのグラフ 

（３）反比例とそのグラフ 

・ともなって変化する量 

・関数の意味 

・比例、反比例の関係を式やグラフで表す 
○ ○ 

 

◎ 

・ともなって変化する量をみきわめようとする。 

・関数の意味を理解する。 

・比例、反比例の関係を式やグラフで表すことができる。 

・授業中の態度、反応 

・ノ－ト、問題集 

 

   

2

月 

（４）比例、反比例の利用 

（５）１次関数とそのグラフ 

・１次関数の関係を式やグラフで表す 

○ ◎ ○ 

・１次関数の関係を式やグラフで表すことができる。 
・授業中の態度、反応 

・ノ－ト、問題集 

3月 
（６）１次関数と方程式 

（７）１次関数の利用 

・１次関数を使って文章題を解く 

○ ◎ ○ 

・１次関数を使って文章題を解くことができる。 
・授業中の態度、反応 

・ノ－ト、問題集 

・定期考査Ⅴ 

 



 


